
  

 

 

 

 

 

先輩として迎えた入学式 

令和６年度 入学式が９日（火）に行われました。昨年度の入学式からちょうど１年が経過したことになります。

コロナによる制限が全くない入学式は、実に５年ぶりのことです。様々な活動がコロナ禍で制限されていきました

が、やっと本来の九中の入学式となり、マスクなどの制限もなく、みんなの笑顔がそろう入学式となりました。 

   

卒業式と同様に、入学式は青学年が準備・片づけをしました。テキパキと協力して椅子を並べ、紅白幕をかけ、

舞台上のセッティングをし、装飾をしている君たちの姿を見て、今年度、新たに青学年に入られた先生たちは、と

ても感心していました。入学してくる新入生のために、率先して準備や片付けをしている君たちの様子をみて、先

生たちは成長を実感しました。1 年間で、こんなにたくさん、できることが増え、立派に九中を支えてくれている

姿を頼もしく感じています。これから、部活動や委員会活動などが本格的に始まります。ぜひ「かっこいい先輩」

として、１年生をリードし、「頼れる後輩」として、３年生を支えていきましょう。 

   

 入学式の片付けまでが 1 年生のクラスでの担当でした。対面式の準備・片付けは、２年生の新しいクラスで活動

します。新しいクラスのメンバーと共に、「よく働く青学年」として、学校全体の行事や活動を支えていきましょ

う！ 

「 ともに つくり 響き合う学年 」 
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入学式後の新入生保護者説明会の時まで残って片付けをしてくれたみなさん、ありがとう！ 

  

   

４月８日（月）クラス発表、着任式・始業式 

 校庭での新クラス発表後、新しく着任された先生方の紹

介が着任式でありました。始業式では大きな声で校歌を歌

うことができた 2 年生。学年の先生たちの発表では、歓声

や拍手があり、温かい雰囲気での始業式となりました。 

  



４月 10 日（水）対面式、防災宿泊体験に向けての班長会 

   

   

４月 11 日（木）学年朝礼、交流学級での自己紹介、安全指導（今年度の避難訓練についてのガイダンス） 

 今年度最初の学年集会では、昨日決まった学級委員の自己紹介があ

りました。第 1 回委員会組織決めがありますが、11 日から学級委員

の本格的な仕事が始まり、それぞれ、自覚をもって自己紹介をする姿

が印象的でした。 

   

安全指導（今年度の避難訓練についてのガイダンス）、総合的な学習ガイダンス、生活指導集会 

 安全指導では、避難訓練の意義や「自助」の意味、３．１１

の「津波てんでんこ」の教え、減災などについて学びました。

総合ガイダンスでは、２年生での総合学習の流れと意味を確認

しました。そして、生活指導集会では、学校のルールや過ごし方について確認しました。制服の着こなし方の変更点

についても確認したので、おうちの

方とも配布された資料を確認してお

きましょう。 



今年度の青学年も 昨年度に引き続き、九中の学校教育目標をもとにし、 

「ともに つくり 響き合う学年」を目標とし、学級・学年での諸活動に取り組んでいきます。 

文京九中 学校教育目標 

自ら考え正しく判断して実践する人間性豊かな生徒を育成するために，次の目標を設定する。 

１．自分で考え道をきりひらく人を育てる。 

２．責任を重んじ思いやりの深い人を育てる。 

３．心身を鍛えたくましく生きぬく人を育てる。 

  

 青学年の生徒と先生が、一つのチームとして、一緒に「よりよい学級・学年」をつくっていきましょう。それには、一人一

人の個性を認め合い、響き合わせていく意識や気持ちが大切です。「自分たちが学級・学年をつくっている」という気持ちで

生活していってほしいです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

２年生の教科担任の先生 

 １  組 ２  組 ３  組 

国 語 大石 敬子   鈴木 忍 

社 会 藤田 知則 

数 学 前島 颯人  深沢 行一 前島 颯人  深沢 行一  木本 珠恵 

理 科 吉原 大智   五十嵐 圭佑 

音 楽 深澤 美千代 

美 術 大黒 洋平 

技 術 酒井 利幸 

家 庭 都築 里香 

保健体育 富川 敬子    井出 茂行 

英 語 丸橋 秀哉  石川 由里 丸橋 秀哉  山本 康太  石川 由里 

 


